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〇：目標を達成したもの、△：概ね達成したもの・複数ある目標のうち一部を達成したもの、×：目標を達成できなかったもの

事業名
事業の
区分
（注１）

区域名 事業の
実施主体 事業の目標 事業の達成状況

目標
達成
状況

未達成事業の対応方針
R3
担当課

R4
担当課

1
三重県介護サービス施
設・設備整備推進事業
費

③
桑員地域・三泗地域・鈴亀地
域・津地域・伊賀地域・松阪
地域・伊勢志摩地域・東紀州
地域

三重県

地域包括ケアシステムの構築に向けて、
第８期介護保険事業支援計画等において
予定している地域密着型サービス施設等
の整備を行う。

以下の施設等の整備及び開設準備経費の支援を
行った。
・認知症高齢者グループホーム
　　１施設（伊賀市）
・看護小規模多機能型居宅介護事業所
　　１施設（桑名市）・・・翌年度繰越
・定期巡回・随時対応型訪問介護看護事業所
　　２施設（松阪市、桑名市）・・・１施設翌年度繰越

○ 長寿介護
課

長寿介護
課

1 介護人材確保対策連携強化事業 ⑤
桑員地域・三泗地域・鈴亀地
域・津地域・伊賀地域・松阪
地域・伊勢志摩地域・東紀州
地域

三重県
介護人材確保対策連携強化のための協
議会を３回程度開催する。

令和３年度は、介護従事者の確保・定着に関する取
組を検討する協議会を３回開催した。 ○ 医療介護

人材課
医療介護
人材課

2 福祉・介護の魅力発信事業 ⑤
桑員地域・三泗地域・鈴亀地
域・津地域・伊賀地域・松阪
地域・伊勢志摩地域・東紀州
地域

三重県
県内の小学校・中学校・高等学校への訪
問40校程度、セミナーの開催30回（2000
名受講）程度実施する。

県内の小学校・中学校・高等学校14校へ訪問し、セミ
ナーの開催17回、462名が受講した。 ×

コロナウイルス等の影響で達
成できなかった。各学校への
事業PRをより一層取り組んで
いく。

医療介護
人材課

医療介護
人材課

3 介護職員初任者研修資格取得支援事業 ⑤
桑員地域・三泗地域・鈴亀地
域・津地域・伊賀地域・松阪
地域・伊勢志摩地域・東紀州
地域

三重県
介護職員初任者研修等を4回開催し、受
講者を120名とする。
研修参加者のうち就職者数50名とする。

研修を4回開催し、67名が受講した。また、30名が就
職へつながった。 ×

受講希望者が落ち込んでお
り、目標達成はならなかった。
研修内容や実施方法を精査
していく。

医療介護
人材課

医療介護
人材課

4 介護技術コンテスト ⑤
桑員地域・三泗地域・鈴亀地
域・津地域・伊賀地域・松阪
地域・伊勢志摩地域・東紀州
地域

三重県

三重県内介護施設、事業所の介護職員
対象　　県内を３ブロックに分け、予選会
を開催し、介護フェアで決勝をする。各ブ
ロック20名程度の参加を募る。3ブロック
×20＝60名程度　各会場の集客は100名
決勝は、各ブロックから各2名ずつで行う。

介護の日フェアweb配信の特設サイトでのコンテスト
開催
実施回数11月9月から21日　参加人数300名 ○ 長寿介護

課
長寿介護
課

5
地域住民や学校の生徒
に対する介護や介護の
仕事の理解促進事業

⑤
桑員地域・三泗地域・鈴亀地
域・津地域・伊賀地域・松阪
地域・伊勢志摩地域・東紀州
地域

県内の養成
施設、職能団
体、介護事業
所、事業者団
体等

セミナーを10回開催する。 セミナーを10回開催した。（5校×2） ○ 医療介護
人材課

医療介護
人材課

6 成年後見制度理解促進事業 ⑤ 桑員地域 県内の市町
制度への理解を深めるための市民向けシ
ンポジウムを開催する（100名参加・1回開
催）

シンポジウムの開催(WEB開催）1回 ○ 長寿介護
課

長寿介護
課

令和３年度に実施した三重県計画事業の目標達成状況一覧表（介護分）
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事業名
事業の
区分
（注１）

区域名 事業の
実施主体 事業の目標 事業の達成状況

目標
達成
状況

未達成事業の対応方針
R3
担当課

R4
担当課

7 介護施設への潜在看護師発掘研修支援事業 ⑤
桑員地域・三泗地域・鈴亀地
域・津地域・伊賀地域・松阪
地域・伊勢志摩地域・東紀州
地域

県内の事業
者団体

三重県内３会場で合計45名の看護師を対
象とする。

事業実施なし

×

コロナウイルス等の影響で実
施できなかったが、目標には
届かなかったが、事業に対す
るニーズがあるため引き続き
実施。

長寿介護
課

長寿介護
課

8 職場体験事業 ⑤
桑員地域・三泗地域・鈴亀地
域・津地域・伊賀地域・松阪
地域・伊勢志摩地域・東紀州
地域

三重県
職場体験日数を472日程度とし、参加者を
236名程度とする。 体験日数述べ97日、参加者45名であった。 ×

新型コロナの影響で、目標値
に達しなかった。更に意義の
ある体験となるよう見直して
いく。

医療介護
人材課

医療介護
人材課

9

自助・互助の仕組みを
活用した住民主体型市
介護予防システム構築
事業

⑤
桑員地域・三泗地域・鈴亀地
域・津地域・伊賀地域・松阪
地域・伊勢志摩地域・東紀州
地域

県内の職能
団体

計30時間の講義と体操実技を受講させ、
体操指導士15名を養成する。

DVD4本（計150分）の講義動画を作成し、40施設（216
名）がDVDを視聴し、希望した197名に終了書を発行し
た。

△

事業の目標変更をせざるを得
なかったが、その結果、多くの
方への指導につながった。事
業目標の設定の検討を促し
たい。

長寿介護
課

長寿介護
課

10 介護未経験者に対する研修支援事業 ⑤ 桑員地域・伊勢志摩地域 県内の市町
介護未経験者に対する研修支援事業全
体で25名を目標とする。

初任段階の介護職員１８名の介護職員初任者研修受
講に対して支援を行った。 △

予定より受講者数が少なかっ
たが、事業へのニーズがある
ため引き続き実施。

長寿介護
課

長寿介護
課

11 福祉・介護人材マッチング支援事業 ⑤
桑員地域・三泗地域・鈴亀地
域・津地域・伊賀地域・松阪
地域・伊勢志摩地域・東紀州
地域

三重県 就職者数150名程度とする キャリア支援専門員の支援により介護分野に153名が
就職した。 ○ 医療介護

人材課
医療介護
人材課

12
介護現場における多様
な働き方導入モデル事
業

⑤
桑員地域・三泗地域・鈴亀地
域・津地域・伊賀地域・松阪
地域・伊勢志摩地域・東紀州
地域

三重県 参加事業所数は30施設程度とする。 27施設が事業に参加した。 △
事業者への周知等工夫を行
い、参加事業者数を増やして
いく。

医療介護
人材課

医療介護
人材課

13 介護未経験者への一体的支援事業 ⑤
桑員地域・三泗地域・鈴亀地
域・津地域・伊賀地域・松阪
地域・伊勢志摩地域・東紀州
地域

三重県

企業等へのテーマ別講座を10回程度実
施する。
入門的研修（Web講座）を実施し、受講者
を200名程度とする。

企業等へのテーマ別講座を5回実施
入門的研修（Web）修了者155名 △

入門的研修は来年度もWeb
方式で実施、適宜見直し等を
検討していく。

医療介護
人材課

医療介護
人材課
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事業名
事業の
区分
（注１）

区域名 事業の
実施主体 事業の目標 事業の達成状況

目標
達成
状況

未達成事業の対応方針
R3
担当課

R4
担当課

14 介護助手導入支援事業 ⑤
桑員地域・三泗地域・鈴亀地
域・津地域・伊賀地域・松阪
地域・伊勢志摩地域・東紀州
地域

県内の介護
事業所等

10施設にて実施し、20名の就労につなげ
る。 ８施設で16名が就職した。 △

目標を達成できなかったが、
各介護事業所においてより丁
寧なOJTを行うなど引き続き
介護助手として勤務するよう
に取り組んでいく。

医療介護
人材課

医療介護
人材課

15 松阪市潜在専門職トレーニングプロジェクト ⑤ 津地域・松阪地域・伊勢志摩
地域

県内の事業
者団体

①県内２校の高校と、大学へ出前事業を
実施し、参加者を５０名とする。
② 研修を３回開催し、参加者を２０名とす
る。
③ マッチングによる就職者を１０名とす
る。

① 県内１校の大学へ2回出前授業を実施、参加者延
べ56名
② ３講座を動画配信、延べ41回視聴。
③対面式及びオンラインの就職相談会を開催し、参
加者9名。１名就職。

△ 事業PRにより一層取組み、参加者の確保をめざす。
医療介護
人材課

医療介護
人材課

16

介護に関する入門的研
修等の実施からマッチ
ングまでの一体的支援
事業

⑤
桑員地域・三泗地域・鈴亀地
域・津地域・伊賀地域・松阪
地域・伊勢志摩地域・東紀州
地域

県内の事業
者団体

研修を５回実施し、受講者を75名、就職
者を約50名とする。 研修を5回実施し、47名が受講、7名が就職した。 ×

研修受講が就職に直接的に
繋がらなかったが、各受講者
に応じたマッチングを行ってい
く。

医療介護
人材課

医療介護
人材課

17
将来の介護サービスを
支える若者世代の参入
促進事業

⑤
桑員地域・三泗地域・鈴亀地
域・津地域・伊賀地域・松阪
地域・伊勢志摩地域・東紀州
地域

県内の養成
施設

①６会場で年２回の模擬事業を実施。
②学習支援を県内養成施設５校にて毎月
実施。
③２会場で年２回の研修を実施。

①5会場で日本語学校ガイダンスを実施。
②学習支援を県内養成施設５校にて毎月実施した。
③日本語学校教員に対し、5会場で1回研修を実施
（日本語学校17校35名参加）
留学生向け、新カリキュラム対応の実習の手引きを作
成

○ 医療介護
人材課

医療介護
人材課

18 外国人留学生への奨学金支給に係る支援事業 ⑤
桑員地域・三泗地域・鈴亀地
域・津地域・伊賀地域・松阪
地域・伊勢志摩地域・東紀州
地域

県内の介護
事業所等

外国人留学生50人以上に奨学金を貸与
又は給付する。 外国人留学生82人に奨学金を貸与 ○ 医療介護

人材課
医療介護
人材課

19 介護分野就職支援金貸付事業 ⑤
桑員地域・三泗地域・鈴亀地
域・津地域・伊賀地域・松阪
地域・伊勢志摩地域・東紀州
地域

三重県社会
福祉協議会 就職支援金を30人に貸し付ける。 就職支援金を1名に貸し付けた。 ×

来年度においては補助金の
対象研修を増やし、拡充を
図っていく。

医療介護
人材課

医療介護
人材課

20 小規模事業所等人材育成支援事業 ⑤
桑員地域・三泗地域・鈴亀地
域・津地域・伊賀地域・松阪
地域・伊勢志摩地域・東紀州
地域

三重県

人材の育成・定着等、専門的な助言・指
導を行うアドバイザーを20回程度派遣す
る。
介護技術の向上等に関する研修講師を
120回程度派遣する

アドバイザーを20事業所に、研修講師を105回派遣し
た。 △ より事業のPRを行い、研修申込数を増やしていく。

医療介護
人材課

医療介護
人材課
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事業名
事業の
区分
（注１）

区域名 事業の
実施主体 事業の目標 事業の達成状況

目標
達成
状況

未達成事業の対応方針
R3
担当課

R4
担当課

21 社会福祉研修センター事業費補助金 ⑤
桑員地域・三泗地域・鈴亀地
域・津地域・伊賀地域・松阪
地域・伊勢志摩地域・東紀州
地域

三重県社会
福祉協議会

研修を27回開催し、受講者を1,640名とす
る。 研修が22回開催され、1,069名が受講した。 ×

コロナ禍で目標達成できな
かったが、事業に対するニー
ズがあるため引き続き実施す
る。

医療介護
人材課

医療介護
人材課

22 介護サービス提供事業者資質向上事業 ⑤
桑員地域・三泗地域・鈴亀地
域・津地域・伊賀地域・松阪
地域・伊勢志摩地域・東紀州
地域

県内の事業
者団体、職能
団体

研修を55回開催する。 研修を74回開催した。 ○ 長寿介護
課

長寿介護
課

23 喀痰吸引等研修事業 ⑤
桑員地域・三泗地域・鈴亀地
域・津地域・伊賀地域・松阪
地域・伊勢志摩地域・東紀州
地域

三重県

喀痰吸引等の研修（１号・２号研修）を受
ける介護職員等の指導や評価のできる指
導者の養成を100名／年とするために、指
導者養成研修を２回（50名×2回）開催す
る。
喀痰吸引等を行うことができる介護職員
の養成を50名／年とするため、３号喀痰
吸引等研修を１回（50名）開催する。

令和３年度は、指導者研修（１号・２号研修）を29名が
修了するとともに、喀痰吸引等を行うことができる介
護職員（3号研修の基本研修修了者）を20名養成し
た。

×

目標には届かなかったが、喀
痰吸引等研修に対するニー
ズはあるため、引き続き実
施。

長寿介護
課

長寿介護
課・障が
い福祉課

24 介護支援専門員スーパーバイザー派遣事業 ⑤
桑員地域・三泗地域・鈴亀地
域・津地域・伊賀地域・松阪
地域・伊勢志摩地域・東紀州
地域

県内の職能
団体等

面談を実施する事業所数を１０事業所と
する。 スーパーバイザーを１０事業所に派遣した。 ○ 長寿介護

課
長寿介護
課

25 日本の介護技術者研修 ⑤
桑員地域・三泗地域・鈴亀地
域・津地域・伊賀地域・松阪
地域・伊勢志摩地域・東紀州
地域

三重県
三重県内介護施設、事業所の介護福祉
士対象
1回開催　4日間　　　受講人数30名

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、実施できな
かった。 × コロナの影響により事業実施せず。来年度は実施しない。

長寿介護
課

長寿介護
課

26 介護職員キャリアアップ研修支援事業 ⑤
桑員地域・三泗地域・鈴亀地
域・津地域・伊賀地域・松阪
地域・伊勢志摩地域・東紀州
地域

県内の職能
団体、事業者
団体、介護事
業所等

キャリアアップ研修を22回実施し、受講者
を505名とする。
キャリアアップのための研修受講料を150
名に補助する。

キャリアアップ研修を4回実施し、70名が受講した。
キャリアアップのための研修受講料を180名に補助し
た。

△

受講者数が目標達成できな
かった。研修内容、事業PR方
法の見直しなどを行い、引き
続き実施。

医療介護
人材課

医療介護
人材課

27 中堅研修・介護支援専門員資質向上事業 ⑤
桑員地域・三泗地域・鈴亀地
域・津地域・伊賀地域・松阪
地域・伊勢志摩地域・東紀州
地域

県内の事業
者団体

中堅職員向けチームリーダーとして必要
となるマネジメント研修（５回、各回の参加
者数３０名程度）と介護支援専門員の対
人援助に関する研修（２回、各回の参加
者数３０名程度）を開催する。

コロナ感染症により一部研修中止。
中堅介護支援専門員向け研修、意見交換会を2回実
施。受講者総数168名となった。

△
コロナにより一部事業の実施
を断念した。今後はWEBも検
討。

長寿介護
課

長寿介護
課

28
地域での医療的ケアの
充実と病気の重症化予
防研修

⑤
桑員地域・三泗地域・鈴亀地
域・津地域・伊賀地域・松阪
地域・伊勢志摩地域・東紀州
地域

県内の職能
団体

研修回数：９地区で1１回
研修受講人数：３００人

研修回数：９地区で１１回
研修受講人数：772人 ○ 長寿介護

課
長寿介護
課

4



事業名
事業の
区分
（注１）

区域名 事業の
実施主体 事業の目標 事業の達成状況

目標
達成
状況

未達成事業の対応方針
R3
担当課

R4
担当課

29 介護支援専門員研修助成事業 ⑤ 桑員地域 県内の市町
１．更新研修　７名受講
２．主任介護支援専門員研修又は主任介
護支援専門員更新研修　１４名受講

１．更新研修　7名受講
２．主任介護戦専門研修2名受講
主任介護支援専門員更新研修6名受講

△
初年度で事業の認知度に課
題があった。今後事業の周知
に努め継続実施。

長寿介護
課

長寿介護
課

30

認知症グループホーム
及び小規模多機能型居
宅介護事業所向け地区
単位勉強会及び意見交
換会

⑤ 伊賀地域・伊勢志摩地域・東
紀州地域

県内の事業
者団体

各地域１回の研修を開催し、全体で５０名
の参加を目標とする。

コロナ感染症の感染拡大継続により、県内の事業所
より直接集合しての意見交換並びに研修は差し控え
てほしいとの要望が強く、計画の実施を断念。

× コロナにより事業実施を断念した。今後はWEBも検討。
長寿介護
課

長寿介護
課

31 在宅介護サービススキルアップ研修事業 ⑤ 松阪地域
県内の事業
者団体

研修は３回で１回定員を５０人とし、１５０
人の参加が目標。 研修は3回開催し、57人が参加。 × 目標には届かなかったが、効果はあった。

長寿介護
課

長寿介護
課

32 各種研修にかかる代替要員の確保対策事業 ⑤
桑員地域・三泗地域・鈴亀地
域・津地域・伊賀地域・松阪
地域・伊勢志摩地域・東紀州
地域

県内の介護
事業所等

代替要員確保による研修受講人数を30
名とする。 研修受講人数は37名であった。 ○ 医療介護

人材課
医療介護
人材課

33 潜在的有資格者等再就業促進事業 ⑤
桑員地域・三泗地域・鈴亀地
域・津地域・伊賀地域・松阪
地域・伊勢志摩地域・東紀州
地域

三重県

研修（Web講座）を実施し、受講者を50名
以上とする。
研修受講者のうち就職者数１0名以上とす
る。

Web研修及び会場研修を開催し、23人が受講した。ま
た、1名が就職へつながった。 ×

受講者に対する就職支援を
十分に行い、就職へ繋がるよ
うにする。

医療介護
人材課

医療介護
人材課

5



事業名
事業の
区分
（注１）

区域名 事業の
実施主体 事業の目標 事業の達成状況

目標
達成
状況

未達成事業の対応方針
R3
担当課

R4
担当課

34
認知症ケアに携わる人
材育成のための研修事
業

⑤
桑員地域・三泗地域・鈴亀地
域・津地域・伊賀地域・松阪
地域・伊勢志摩地域・東紀州
地域

三重県

①かかりつけ医認知症対応力向上研修
修了者数：1,187人
②認知症サポート医養成研修修了者数：
171人
③一般病院勤務の医療従事者に対する
認知症対応力向上研修修了者数：4,451
人
④看護職員認知症対応力向上研修修了
者数：302人
⑤歯科医師認知症対応力向上研修修了
者数：321人
⑥薬剤師認知症対応力向上研修修了者
数：547人
＊認知症施策推進大綱をベースにした三
重県の修了者数（令和3年度末・累計）

令和３年度は、以下のとおりであった。
①　かかりつけ医認知症対応力向上研修を37名が受講し、
修了者数は756名となった。
②　認知症サポート医養成研修を18名が受講し、修了者数
は233名となった。
③ 認知症サポート医フォローアップ研修を59名が受講し、
修了者数は638名となった。
④ 病院勤務の医療従事者向け認知症対応力向上研修を
85名が受講し、修了者数873名となった。
看護職員認知症対応力向上研修を55名が受講し、修了者
数384名となった。
⑤ 歯科医師認知症対応力向上研修は1回実施し、17名受
講した。
⑥ 薬剤師認知症対応力向上研修は1回実施し、95名受講
した。
⑦ 認知症初期集中支援チーム研修を29名が受講
⑧ 認知症地域支援推進員研修を71名が受講
⑨ 認知症対応型サービス事業管理者研修を2回実施し、64
名が受講した。
⑩ 認知症対応型サービス事業開設者研修を1回実施し、８
名が受講した。
⑪ 小規模多機能型サービス等計画作成担当者研修を1回
実施し、受講者数を20名が受講した。
⑫ 認知症介護指導者フォローアップ研修の受講者は1名で
あった。
⑬ 認知症介護研修カリキュラム検討会を年２回実施した。

△

研修の周知時期や周知の対
象範囲、開催場所や開催時
期などを委託先と検討し対応
する。

長寿介護
課

長寿介護
課

35 認知症サポーター活動促進事業 ⑤
桑員地域・三泗地域・鈴亀地
域・津地域・伊賀地域・松阪
地域・伊勢志摩地域・東紀州
地域

三重県

県内のオレンジ・チューター養成数を令和
３年度までに６名にする（令和２年度：３
名）。全市町を対象に、オレンジ・チュー
ターによる「コーディネーター研修」を実施
し、県内５市町にオレンジ・チューターの
派遣を行う。

県内のオレンジ・チューター養成数は５名となった。
（令和２年度：３名、令和３年度：２名）。市町向けの会
議において、オレンジ・チューターによる「コーディネー
ター研修」を実施した。

△

新型コロナウイルス感染症の
影響により、市町において事
業実施が困難な現状があっ
た。認知症の方を地域で支え
る仕組みの構築を図るため、
推進していく。

長寿介護
課

長寿介護
課

36
後見申立支援研修事業
（地域包括ケアセンター
職員の資質向上事業）

⑤
桑員地域・三泗地域・鈴亀地
域・津地域・伊賀地域・松阪
地域・伊勢志摩地域・東紀州
地域

県内の職能
団体 研修２回開催し、受講者を１００名とする。 研修会　２回開催し、67名参加した。 ×

目標には届かなかったが、事
業に対するニーズがあるため
引き続き実施。 長寿介護

課
長寿介護
課

37
地域包括ケアの深化と
地域共生社会構築推進
研修

⑤
桑員地域・三泗地域・鈴亀地
域・津地域・伊賀地域・松阪
地域・伊勢志摩地域・東紀州
地域

三重県社会
福祉協議会 研修を２回実施し、各回40名の受講とする。研修を２回実施し、合計21名の参加であった。 × 事業内容を再検討するため、来年度は実施しない。

長寿介護
課

長寿介護
課

6



事業名
事業の
区分
（注１）

区域名 事業の
実施主体 事業の目標 事業の達成状況

目標
達成
状況

未達成事業の対応方針
R3
担当課

R4
担当課

38
看護職の相談支援力強
化による生活コーディ
ネーター育成事業

⑤
桑員地域・三泗地域・鈴亀地
域・津地域・伊賀地域・松阪
地域・伊勢志摩地域・東紀州
地域

県内の職能
団体

看護職の相談支援研修会：９地区で年1
回,参加者10人×９か所＝90人
研修会内容：相談面接、慢性疾患の予
防、紹介できる社会資源内容など

看護職の相談支援研修会：５地区で５回,参加者のべ
２０９人
研修会内容：認知症について、健康づくりについて、
在宅医療について

△

コロナウイルス感染症の影響
で開催地区が少なかったもの
の、ICTを活用して工夫を凝ら
し、多くの参加者が得られた
事業もあった。ICTの活用を
促したい。

長寿介護
課

長寿介護
課

39 成年後見制度利用支援事業 ⑤
桑員地域・三泗地域・鈴亀地
域・津地域・伊賀地域・松阪
地域・伊勢志摩地域・東紀州
地域

県内の市町、
職能団体 研修６回開催し、受講者を220名とする。 研修会　10回開催し、295名参加した。 ○ 長寿介護

課
長寿介護
課

40 認知症高齢者の成年後見制度の理解促進事業 ⑤
桑員地域・三泗地域・鈴亀地
域・津地域・伊賀地域・松阪
地域・伊勢志摩地域・東紀州
地域

県内の事業
者団体

認知症の人の権利擁護並びに尊厳の重
要性と法的根拠を学ぶＷＥＢ研修を２回
実施する（約４０名参加・２回開催）

WEBで実施。弁護士による講義90分、意見交換会30
分の研修で成年後見制度の理解促進を図った。
実施回数1回　受講者数48名

△

コロナにより講師の都合がつ
かなくなり一部事業の実施を
断念した。今後もWEBを検
討。

長寿介護
課

長寿介護
課

41 介護サービス相談員等研修支援事業 ⑤
桑員地域・三泗地域・鈴亀地
域・津地域・伊賀地域・松阪
地域・伊勢志摩地域・東紀州
地域

三重県

介護サービス相談員研修養成研修：１０
名参加
介護サービス相談員研修現任研修Ⅰ・
Ⅱ：１５名参加

介護サービス相談員研修養成研修：２名参加
介護サービス相談員研修現任研修Ⅰ・Ⅱ：１４名参加 ×

管内市町・広域連合に対し、
介護サービス相談員派遣等
事業の周知を図る。

長寿介護
課

長寿介護
課

42
リハビリテーション専門
職を対象とした人材育
成研修

⑤
桑員地域・三泗地域・鈴亀地
域・津地域・伊賀地域・松阪
地域・伊勢志摩地域・東紀州
地域

県内の職能
団体

研修会　1回
研修参加者　５０名

研修会　1回
研修参加者　３３名 △

事業内容は効果的であるが、
集客が不十分であったので、
開催方法について助言する。

長寿介護
課

長寿介護
課

43

高齢者の保健事業と介
護予防の一体的な実施
に向けた人材育成・資
質向上事業

⑤
桑員地域・三泗地域・鈴亀地
域・津地域・伊賀地域・松阪
地域・伊勢志摩地域・東紀州
地域

県内の職能
団体 研修を１回開催 事業実施なし × コロナの影響により事業が実施できなかった。

長寿介護
課

長寿介護
課

44 地域リハビリテーション支援スキルアップ事業 ⑤
桑員地域・三泗地域・鈴亀地
域・津地域・伊賀地域・松阪
地域・伊勢志摩地域・東紀州
地域

県内の職能
団体

認知症支援スキルアップ研修会への参加
50名
地域リハ地区勉強会への参加　20名

認知症支援スキルアップ研修会への参加　９６名
地域リハ地区勉強会への参加　３３名 ○ 長寿介護

課
長寿介護
課

45 介護施設等防災リーダー養成支援事業 ⑤
桑員地域・三泗地域・鈴亀地
域・津地域・伊賀地域・松阪
地域・伊勢志摩地域・東紀州
地域

三重県
介護職員向けに、防災知識を習得するた
めの研修を、年１０回開催する。 事業実施なし ×

コロナの影響により事業が実
施できなかった。今後はWEB
の活用も検討。

長寿介護
課

長寿介護
課

46 プリセプター・エルダー研修 ⑤
桑員地域・三泗地域・鈴亀地
域・津地域・伊賀地域・松阪
地域・伊勢志摩地域・東紀州
地域

三重県
三重県内介護事業所、施設介護職員対
象　　1回開催　3日間
受講人数50名

三重県内介護事業所対象
1回開催2日間、受講人数8名 ×

事業の周知期間の見直しを
するなどし、事業の活用を進
める。

長寿介護
課

長寿介護
課
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事業名
事業の
区分
（注１）

区域名 事業の
実施主体 事業の目標 事業の達成状況

目標
達成
状況

未達成事業の対応方針
R3
担当課

R4
担当課

47 人材育成力の強化を目指した事業 ⑤
桑員地域・三泗地域・鈴亀地
域・津地域・伊賀地域・松阪
地域・伊勢志摩地域・東紀州
地域

県内の事業
者団体

各回３０名程度が参加する勉強会を年２
回開催する。

エルダーメンター制度の専門分野から講師を招き行う
講義を２回、その研修に参加した事業所を中心に、導
入実績のある事業所がレクチャーする研修し、理解を
深める研修を実施した。
研修実施回数４回　参加者総数５８名

○ 長寿介護
課

長寿介護
課

48
管理者等に対する雇用
管理改善方策普及・促
進事業

⑤
桑員地域・三泗地域・鈴亀地
域・津地域・伊賀地域・松阪
地域・伊勢志摩地域・東紀州
地域

県内の事業
者団体、介護
事業所等

セミナーを6回開催し、参加者を240名とす
る。

管理者に対する研修会を5回開催し、68名が参加し
た。（参加事業所数65） ×

新型コロナウイルス感染症の
影響により、開催回数、受講
者数も減少を強いられた。感
染症防止対策に留意しながら
実施していきたい

医療介護
人材課

医療介護
人材課

49 労務・雇用管理に関する訪問相談事業 ⑤
桑員地域・三泗地域・鈴亀地
域・津地域・伊賀地域・松阪
地域・伊勢志摩地域・東紀州
地域

県内の事業
者団体、介護
事業所等

専門家による訪問相談を11事業所に行
う。 専門家による訪問相談を22事業所に行った。 ○ 医療介護

人材課
医療介護
人材課

50 介護ロボット導入支援事業 ⑤
桑員地域・三泗地域・鈴亀地
域・津地域・伊賀地域・松阪
地域・伊勢志摩地域・東紀州
地域

県内の介護
事業所等

介護ロボットを活用した業務の効率化等
を検証するとともに、団体、他の施設及び
事業所の研修等において普及啓発を図
る。

35事業所に対して、計696台の介護ロボットの導入支
援を行った。 ○ 長寿介護

課
長寿介護
課

51 ICT導入支援事業 ⑤
桑員地域・三泗地域・鈴亀地
域・津地域・伊賀地域・松阪
地域・伊勢志摩地域・東紀州
地域

県内の介護
事業所等 導入支援を３０事業所に行う。 193事業所に対して導入支援を行った。 ○ 長寿介護

課
長寿介護
課

52 働きやすい介護職場応援制度構築事業 ⑤
桑員地域・三泗地域・鈴亀地
域・津地域・伊賀地域・松阪
地域・伊勢志摩地域・東紀州
地域

三重県 宣言を１５事業所が実施。 ２事業所に対して取組宣言の証明を行った。 × HPやポスター等で周知を行っていく。
医療介護
人材課

医療介護
人材課

53 介護サービス事業所等支援事業 ⑤
桑員地域・三泗地域・鈴亀地
域・津地域・伊賀地域・松阪
地域・伊勢志摩地域・東紀州
地域

三重県
かかり増し経費については、交付申請の
あった事業者に対し申請月の翌月に交付
決定する。

全115件のうち、112件翌月交付決定 ○ 長寿介護
課

長寿介護
課
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